
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎｏ． １６ 
 

発行 １９．７．１０ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

・女性配属にあたっては、必要な休憩室等の整備を行った上で進めることが前提であることに変わりはない。 

・ロッカーやトイレ等、必要な整備を進めていく。 

・全ての職場で女性社員が活躍できる環境を整えることを目標としている。 

 
 

・現場に入り、さまざま意見や要望をいただいている。すぐに返せるものから時間を掛けて丁寧に返していく。 

・一般社員、フォアマン層の人材育成は重要。社員一人ひとりがレベルアップすることで、会社全体もレベル

アップする。引き続き人材育成に全力を尽くす。 

・新たなジョブローテーションの理想像を正確に社員・管理者に伝える努力を惜しまない。 

 

・「新たなジョブローテーションの実施について」の制度に則り運営するものであり、地方提案にはならない。 

・人事運用なので地方での議論にはなりづらい。申し入れがあれば、真摯に議論する。 

・基本的に管理者の業務量の変化は考えていない。役割の重要性は増していく。 

・施策の趣旨から、社員の夢・希望に近づけられるように、日々のコミュニケーションを図る。 

・管理者が、正確に個人の希望把握が出来るように丁寧な面談体制をつくる。 

 

・２０２０年４月１日実施のジョブローテーション施策の中で提案していない。 

・この施策で議論することではないが、乗務員勤務制度では「現在も運転士が車掌業務を行うことは可能であ

る」。現時点で具体的な運営について提案していない。 

 


